
第２章 ＰＲＴＲ排出量等届出 

使用届出で登録した事業者・担当者情報や事業所情報を変更する場合は、都道府県等へ使

用届出の変更届出を提出します。 

操作は、「操作マニュアル 事業者版（使用届出）」を参照ください。 

※変更届出や取下げ願いは照会がなくても、随時提出可能です。 
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 ○排出量等届出の手順 

1）登録事業所確認 

2）本紙入力 

3）別紙入力 

 

4）届出完了（受領証確認） 

5）届出書の保存（読込）や 

印刷 

5）届出書の保存（読込）や 

印刷 



1． 事業所情報の確認 
メニューの「1-1．排出量等届出」をクリックします。

 



登録済の事業所一覧が表示されます。

Ａ.登録のある事業所データの総件数と一覧表に表示された事業所の件数を示しています。 

Ｂ.表示している一覧表のページ（下線なし数字）と総ページ数を示しています。１ページに付

き１００件単位の表示となります。１０１件以上になると、ページ切り替え表示になります。

現在の表示ページ以外（下線あり数字）をクリックすると、クリックしたページに切り替わり

ます。 

Ｃ.事業所毎に処理可能なボタンが表示されます。 

処理できないものは、ボタンがクリックできないようになっています。 

Ｄ.検索の初期表示は、当年度分のデータです。条件を指定し、「検索」ボタンをクリックしま

す。各項目の詳細を表示します。 

  排出把握年度の項目のみ、プルダウンから把握年度を選択すると「検索」ボタンクリック

不要で選択した把握年度に切り替わります。 
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Ｄ部分を拡大 

 

ア． 排出把握年度：選択した年度の届出が表示されます。（初期値は当年度） 

イ． 提出先：届出の提出先都道府県等を選択します。 

ウ． 処理状況：処理状況（「全て」「未作成（排出量等届出のデータなし）」「入力途中」「照会

あり」「届出済」）別に表示します。 

エ． 届出種別：届出種別を選択します。 

オ． お知らせ状態：「お知らせ」の状態別に選択します。 

カ． 届出対象外の理由：「お知らせ」に登録した届出対象外の理由（事業所の閉鎖・移転な

ど）を選択します。 
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Ｅ部分を拡大 

 

キ． 事業所名 ：事業者ユーザが登録した事業所名 

ク． 提出先 ：事業所の存在する都道府県等 

ケ． 届出先 ：業種を所管している大臣 

コ． 整理番号 ：届出毎に自動付番される番号。電子届出以外で提出したものは整理番号

が非表示です。（磁気ディスク届出と書面届出） 

※ 未作成の場合は、空欄です。 

※ 枝番（下２桁）は、００：届出、０１～９８：変更届出、９９：取下げ願いとなります。 

サ． 届出種別 ：届出・変更・取下 

シ． 処理状況 ：未作成・入力途中・照会あり・届出済・省庁受理完了・自治体受理完了・変

更届出・変更不要・取下げ願い・取下げ願いの破棄  
ス． 照会日 ：都道府県等から照会があったら、発生年月日と照会確認ボタンが表示され

ます。 

セ． 受理日 ：都道府県等で処理した年月日 

ソ． 職権訂正 ：行政庁において訂正を行った場合に【有】になります。 

タ． 確認事項：確認事項がある場合に【有】になります。 

【有】リンクをクリックすることで、その届出の確認事項を確認することができます。 

 

事業所一覧項目名の並び替え（▲▼）で、表示が変えられます。 

上向き（▲）で昇順（小→大）、下向き（▼）で降順（大→小）となります。 
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Ｆ.「お知らせ登録」ボタンをクリックすると、お知らせの登録ができます。（例：今年度は取扱

量等の要件に満たないため、届出しません） 

チ． 年度を選択し、「メモ切替」ボタンをクリックすると、選択した年度のお知らせが表示さ

れます。 
ツ． 届出の必要がないことを都道府県等に連絡したい場合、届出の対象外である理由を

選択してください。（任意項目です） 
テ． お知らせを入力後、「自治体への連絡」ボタンをクリックすると、都道府県等へ通知さ

れます。お知らせ状態が「連絡済」に変わります。 

都道府県等へ連絡済みのお知らせは「連絡削除」ボタンで削除できます。（お知らせを

通知後、「連絡削除」ボタンが表示されます） 

ト． 作成途中のお知らせは、「一時保存」ボタンにより保存、「一時保存削除」ボタンにより

削除することができます。 

ナ． ファイルを添付することができます。「添付削除」ボタンでファイルの削除も可能です。 

ニ． 保存前であれば、「キャンセル」ボタンによりお知らせを取り消すことができます。「キャ

ンセル」ボタンをクリックすると、画面は前画面に戻ります。

ヌ． 内部メモを入力後、「メモ保存」ボタンをクリックすると内部メモを保存することができま

す。ここで入力した内容は他のユーザから参照されません。 
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2． 排出量等届出作成 
1) 登録事業所確認 

① メニューの「1-1．排出量等届出」をクリックします。 

② 登録している事業所が一覧表示されます。 

該当する事業所の「届出作成」ボタンをクリックします。



③ 排出量等届出（本紙入力）画面が表示されます。必要な項目を入力します。 

使用届出で登録した情報（届出者情報や事業所情報）は、既に入力されています。 

本紙の届出先、従業員の数、業種の入力欄は、過去に電子で排出量等届出を提出した

場合、直近（前年度に届出があったときは、前年度）の内容が反映されます。電子での

届出が初めての場合は、空白となります。 

また、ＰＲＴＲ届出作成支援システムで作成した届出ファイルを読込むことも可能です。

第２章 2.5)届出書の保存（読込）や印刷③を参照してください。

  



2) 本紙入力 

届出書（本紙）を作成します。

Ａ.提出日 ・届出先・提出先を設定します。 

・提出日 ：初期表示は、当日の日付となっています。実際に届出を送信（提出）する日を設

定してください。 

・届出先 ：業種毎に異なります。 

・提出先 ：提出先（都道府県等）は、事業所所在地で設定していますので変更できません。 
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Ｂ.届出者の情報は、提出日時点の情報を入力します。 

届出者（事業者）の情報を変更する場合は、変更箇所を入力します。 

住所は、郵便番号からの検索が可能です。 

郵便番号を入力し「住所検索」ボタンをクリックすると、別画面で検索結果が表示されま

す。事業者の個別郵便番号は使用できません。



Ｃ.事業所の情報は排出把握年度４月１日時点の情報を入力します。 

事業所の情報を変更する場合は、変更箇所を入力します。変更した場合、変更区分、

変更理由の入力をお願いします。（任意項目です） 

また、排出量等届出を提出後（または提出前）、使用届出変更届出の提出をお願いし

ます。 

※把握年度２０２３年より、「法人番号」が入力項目として表示されます。当項目は、未

入力でも届出は可能です。その場合は、確認事項欄に必ず理由を入力します。 

Ｄ.事業所において常時使用される従業員の数は排出把握年度４月１日の情報を入力し

ます。 

事業所の人数を入力します。（事業者全体の従業員数ではありません）整数を入力し

てください。（例：１０．５人→× １１人→○） 

Ｅ.事業所において行われる事業が属する業種は、入力欄の業種名リストから選択してく

ださい。主たる業種のみ又は主たる業種（最大１業種）と従たる業種（最大５業種まで）

を併せての登録が可能となっています。 

従たる業種を追加する場合は、「従たる業種を追加」ボタンを使用してください。 
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Ｆ.法第６条第１項の請求に基づく秘密情報の請求を行わない場合は「無」を選択してくだ

さい。通常は「無」選択です。 

Ｇ.担当者の情報を入力します。 

※把握年度２０２３年より、「電子メールアドレス」（最大２件入力可能）が入力項目とし

て表示されます（任意入力）。 

  



 

3) 別紙入力 

① 前年など過去に電子で排出量等届出を提出している場合、物質（別紙）が登録されてい

ます。登録されている物質の変更または削除は、③別紙のボタンを参照してください。 

新しい物質を届け出る場合は、新規の別紙を作成します。「別紙追加」ボタンのクリックで別

紙入力画面に切り替わります。
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② 別紙情報を入力します。

Ａ. 別紙の物質は、（ア）名称を選択するか、（イ）号番号／管理番号（*1）を入力します。（ア）（イ）

どちらの方法でもかまいません。 

（ア）.化学物質の名称を一覧から選択します。排出量の数値入力欄をクリックすると、自動

的に号番号／管理番号（*1）が入力されます。(化学物質の名称はプルダウン内にて

検索可能です。) 

または、 

（イ）. 号番号／管理番号（*1）を入力後、排出量の数値入力欄をクリックすると、自動的に

化学物質の名称が入力されます。号番号／管理番号（*1）は３桁入力です。（例：管理

番号１の場合は、００１と入力） 

（*1）別紙の第一種指定化学物質は、把握年度２０２２年以前は「号番号（政令番号）」、２０２３年

以降は、「管理番号」が表示されます。 
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Ｂ.排出量（イ.大気への排出、ロ.公共用水域への排出、ハ.当該事業所における土壌への排出、

ニ.当該事業所における埋立処分の４項目）を入力します。 

ロ.公共用水域への排出、ニ.当該事業所における埋立処分に０．０より大きい数値を入力したと

きは、必ず河川等の名称、埋立処分の場所を選択してください。（河川等の名称はプルダウン内

にて検索可能です。） 

Ｃ.移動量（イ.下水道への移動、ロ.当該事業所の外への移動）を入力します。 

イ.下水道への移動に０．０より大きい数値を入力したときは、必ず下水道終末処理施設の名称

を選択してください。 

ロ.当該事業所の外への移動に０．０より大きい数値を入力したときは、廃棄物の処理方法及び

種類の中から１個以上選択します。複数選択は可能です。 

Ｄ.必要な情報を入力後「追加」ボタンをクリックすると別紙入力は完了です。ほかの別紙を追加す

る場合は、同様の処理を繰り返してください。 

Ｅ.「排出量・移動量に「0.0」を設定」ボタンをクリックすると、排出量・移動量の未入力欄に「0.0」を

設定することができます。 

  



③ 別紙のボタン

Ａ.「ページの先頭へ」ボタンをクリックすると本届出内容入力画面の先頭ページを表示しま

す。 

Ｂ.「ページの最後へ」ボタンをクリックすると本届出内容入力画面の最終ページを表示しま

す。 

Ｃ.「前の別紙へ」ボタンをクリックすると、１つ前の別紙を表示します。 

Ｄ.「次の別紙へ」ボタンをクリックすると、次の別紙を表示します。 

Ｅ.「変更」ボタンのクリックで、入力した別紙内容の変更ができます。 

Ｆ.「別紙削除」ボタンをクリックすると該当の別紙が削除できます。 

Ｇ.「別紙追加」ボタンをクリックすると別の物質が入力できます。 

Ｈ.物質名の部分をクリックすると、別紙の内容が非表示となり、多数の別紙の登録がある

場合、画面上で見やすくなります。再度クリックすれば、別紙内容が再表示されます。 

※別紙の物質は、把握年度２０２２年以前は「政令番号」、２０２３年以降は、「管理番号」
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が表示されます。 

 

Ｉ.「燃料小売業者向けの排出量算出」ボタンをクリックすると、ガソリンスタンドにおける地

下貯蔵タンクの排出量を算出できる画面に遷移します。 

受入量、給油量をそれぞれ入力し、「排出量を算出する」ボタンをクリックすると算出結果

が表示されます。その後、「算出結果から別紙を作成する」ボタンをクリックすることで別紙

を作成することができます。 

 

Ａ.「排出量を算出する」ボタンをクリックすると、入力された内容から排出量を算出できま

す。結果は＜算出結果＞欄に反映されます。 

Ｂ.「入力情報をクリア」ボタンをクリックすると、入力された内容が破棄されます。 

Ｃ.「キャンセル」ボタンをクリックすると、入力された内容を破棄して前画面へ戻ります。 

Ｄ.「算出結果から別紙を作成する」ボタンをクリックすると、画面上の算出結果欄の情報を

もとに排出量等届出別紙を作成します。作成後は前画面へ戻ります。 
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4) 届出完了（受領証確認） 

① 届出書の作成が終わったら、「入力内容確認画面へ」ボタンをクリックします。 

本紙、別紙の入力が終了してから行ってください。 

一時保存する場合は、「一時保存」ボタンをクリックします。事業所一覧画面に戻ります。 

5）届出書の保存（読込）や印刷を参照してください。 

 

  



 

（ア）届出内容に不備がある場合、画面遷移せずに、本紙入力画面上部にエラーメッセー

ジが表示されます。 

 不備のある項目の入力欄がピンク色に表示されます。エラーメッセージを参考に届

出内容を修正してください。 

 

（イ）事業所情報を変更した場合は、「入力内容確認画面へ」ボタンをクリックすると、メッ

セージが表示されます。入力内容を修正する場合は「キャンセル」ボタンをクリックし

てください。そのまま届出する場合は、「ＯＫ」ボタンをクリックしてください。変更した

まま提出する場合は、排出量等届出提出後（または提出前）、使用届出変更届出の

提出をお願いします。(排出量等届出（完了）画面に「使用届出情報の変更」ボタン

が表示されます。) 

  



（ウ）届出先が間違っている可能性のある時、法人番号が未入力の時、又は別紙の排出

量・移動量が間違っている可能性のある時に、排出量等届出（確認事項）画面が表

示されます。 

Ａ.「問題なし」ボタンで届出は可能ですが、都道府県等から問い合わせの可能性があ

ります。確認事項に応じて届出先大臣、別紙の排出量・移動量の変更を行う、又は

変更なしの場合は、その理由を確認事項へのコメント欄へ必ず入力してください。 

※法人番号が未入力の場合は、コメント欄の入力が必須となります。それ以外の確

認事項へのコメントは任意となります。 

Ｂ.変更する場合は、「画面上で修正」ボタンのクリックで届出内容入力画面に戻ります。 

Ｃ.後で修正する場合は、「一時保存」ボタンをクリックして、事業所一覧画面に戻ります。 
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② 届出完了 

入力に問題がなければ（入力チェックでエラーがない）、当画面が表示されます。 

入力内容の修正が必要な場合は、「入力画面に戻る」ボタンをクリックすると、前画面に戻

り、修正ができます。 

「この内容で提出する」ボタンをクリックすると、確認画面が表示されます。

 

ＯＫボタンをクリックした場合、都道府県等で届出が受付されます。 

排出量等届出（完了）画面の「一覧へ」ボタンをクリックすると、事業所一覧画面へ戻ります。 

 

ＯＫボタン ：

下記の届出完了画面が表示されます。

キャンセルボタン：

届出内容確認画面へ戻ります。



 

 

事業所情報を変更している場合、「使用届出情報の変更」ボタンが表示されます。 

「使用届出の変更」ボタンをクリックすることで、登録情報変更（担当者、事業者情報変更）画

面が表示されます。 

使用届出情報の変更については、別冊の「操作マニュアル 事業者版（使用届出）」を参照し

てください。 

③ 事業所一覧画面の見方 

（ア）事業所一覧画面で、届出が受付されると提出先と整理番号が表示されます。 

「届出作成」ボタンが非表示となり、代わりに「変更作成」ボタン及び「取下げ作成」ボ

タンがクリックできます。 

提出後、都道府県等からの通知を待ちます。 

「ＰＲＴＲ届出システム」をログアウトしてください。 

照会が発生した場合は第６章照会を参照してください。 



 

 

 

（イ）提出先名をクリックすると自治体の問い合せ先が表示されます。 

 

（ウ）整理番号をクリックすると届出内容が参照できます。 

この画面で「新ＸＭＬ出力」「旧ＸＭＬ出力」及び「印刷」（ＰＤＦ形式）ができます。 

※「旧ＸＭＬ出力」ボタンは、排出量把握年度が令和４年度（２０２２年）以前の届出の

場合クリックできます。 

エ イ 
ウ ア 



 

 



（エ）事業所名をクリックすると、届出の履歴が表示されます。 

 

 

Ａ.「処理状況」「職権訂正履歴」部分は、各状況の変化により表示内容も変化します。 

職権訂正がない状態（空欄）から都道府県等の職権訂正が発生すると下段のように

「有」となります。「有」をクリックすると、職権訂正画面が表示されます。 
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Ｂ.「新ＸＭＬ出力」ボタンをクリックすると、第２章 2．5）届出書の保存（読込）や印刷②と

同様に本届出のＸＭＬ形式ファイルの出力を行います。 

※「旧ＸＭＬ出力」ボタンは、排出把握年度が令和４年度（２０２２年）以前の届出の場

合表示されます。 

Ｃ.受領証をクリックすると受領証画面が表示されます。 

受領証画面 

 

 

Ｄ.提出先をクリックすると問い合わせ先画面が表示されます。 

「閉じる」ボタンで画面が閉じます。 

 



5) 届出書の保存（読込）や印刷 

① 入力内容の一時保存 

（ア）入力途中の内容を一時保存する場合は、「一時保存」ボタンをクリックします。 

 
（イ）入力内容が一時保存され、事業所一覧画面が表示されます。 

入力を再開したい場合には、「再開する」ボタンをクリックすることで以前入力した内

容の続きから入力を行うことができます。 

「一時保存データ削除」ボタンをクリックすると、入力途中の一時保存データを削除

することができます。 

 



② 届出ファイルの保存 

入力した届出書の情報をＸＭＬ形式で出力できます。 

出力した届出書は読込を行い利用することが可能です。（ただし、把握年度が異なる場

合には読み込むことはできません。） 

なお、ＸＭＬ出力は届出を都道府県等に提出した後に行うこともできます。4）届出完了

（受領証確認）③事業所一覧画面の見方（ウ）（エ）を参照してください。 

（ア）「新ＸＭＬ出力」ボタンをクリックします。

（イ）「新ＸＭＬ出力」ボタンをクリックすると、ファイルダウンロードのダイアログが表示さ

れます。 

実際に、システムを操作している年度や、届出書の排出把握年度によって、ボタン

表示名が切り替わります。 

システム操作年度 排出把握年度 ボタン表示名 出力様式 

２０２３年度以前 全て XML 出力 
２０２２年度以前の様式 

２０２４年度以降 
２０２２年度以前 

旧 XML 出力 

新 XML 出力 
２０２３年度以降の様式 

２０２３年度以降 新 XML 出力 

 

 

 



（ウ）「名前を付けて保存」ボタンをクリックすると、名前を付けて保存のダイアログが表示

されます。保存先とファイル名を設定して、「保存」ボタンで出力します。なお、拡張

子（ファイル名の後ろの３文字）は、ｘｍｌのままにしてください。 

 

 

排出把握年度が２０２２年度以前の届出の場合は、新旧どちらの様式でも出力する

ことができます。 

排出把握年度が２０２３年度以降の届出は、新様式でのみ出力可能です。 

作成途中の届出は、そのまま出力されます。 

保存したファイルは、ＸＭＬファイルの「読込」で再度利用できます。 

※出力したファイルは、「ＰＲＴＲ届出作成支援システム」で利用可能です。 

 



③ 届出ファイル利用（読込み） 

（ア）本システムで作成（保存）した届出ファイルやＰＲＴＲ届出作成支援システムで 

作成した届出ファイルを読込むことができます。（ただし、把握年度が異なる場合に 

は読み込むことはできません。） 

排出量等届出（本紙入力）画面で、「ファイルの選択」ボタンをクリックします。

（イ）ファイル選択の画面が表示されます。該当のファイルを選択後、「開く」ボタンをクリッ

クしてください。

 



（ウ）選択したファイルが表示されていることを確認後、「読込」ボタンをクリックします。ファ

イル内容が表示されます。 

第２章 2.2)本紙入力、3)別紙入力を参照し届出を作成します。



（エ）事業所情報について、読込んだファイル情報と「ＰＲＴＲ届出システム」の登録情報が

一致しない場合は、その内容を表示します。

（オ）「読込ファイル情報で上書き」ボタンをクリックすると、読込項目をそのまま届出に反

映させます。 

（カ）「警告項目以外上書き」ボタンをクリックすると、警告項目を除いた読込みを行います。 

（キ）「キャンセル」ボタンをクリックすると、読込みを中止します。 

 

事業所所在地に警告項目があった場合は上書きできません。 

使用届出で事業所情報の変更を行ってください。 

別冊の「操作マニュアル 事業者版（使用届出）」を参照してください。 

 

オ カ キ 



④ 印刷を行う場合には、届出の入力画面で「印刷」ボタンをクリックします。 

 

 

次画面で出力様式を選択して「印刷」ボタンをクリックすると、帳票（ＰＤＦ形式）が出力さ

れます。 

 

印刷は、事業所一覧画面からも行うことができます。4）届出完了（受領証確認）③事業

所一覧画面の見方（ウ）を参照してください。また、第５章帳票も参照してください。 

 

作業が終わりましたら、「ログアウト」ボタンをクリックして、本システムを終了してください。 

  


